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上：「黒澤記念講堂と黒澤酉蔵像」（右：獣医保健看護学類　動物生命科学ユニット　宮庄　拓）
　ご入学、おめでとうございます。酪農学園大学設立者の黒澤酉蔵先生は『出会いが人の
一生を支配する』と仰っています。ここでの『出会い』を大切にして下さい。
　「あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを選んだ。あなたがた
が出かけて行って実を結び、その実が残るようにと、また、あなたの名によって父に願う
ものは何でも与えられるようにと、わたしがあなたがたを任命したのである。」	 	
	 （ヨハネによる福音書15章16節）

愛をもって真理を認識する（Ⅰコリント書13章１―13節）
　―― 真理探求の旅に踏み出す ――�
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宗教主任・循環農学類キリスト教応用倫理学研究室　小林　昭博

　12なぜなら、今わたしたちは鏡を通して謎の状態で〔おぼろげなものを〕
見ているが、そのときには顔と顔を合わせて〔はっきりと〕見るだろう。
今わたしたちは部分的に認識している〔にすぎない〕が、そのときには
わたしが〔神によって〕完全に認識されたように、わたしたちも完全に�
認識するようになるだろう。�（コリントの信徒への手紙一 13章12節［私訳］）

　愛の讃歌 ―― Ⅰコリント書13章
　Ⅰコリント書13章（１−13節）は「愛の讃歌」
と呼ばれる有名な聖書箇所です。このテクス
トにおいて、パウロは愛とはどういうもので
あるのかを説き、愛こそが永遠に存続する最
高最善のものであると声高らかに宣言してい
ます。

　愛の伴わない力の無意味さ
　  ――Ⅰコリント書１章１–３節　
　１–３節は人間の諸言語のみならず、天使の
言葉を話す能力があったとしても、愛がなけ
れば騒がしいだけであり、預言、秘儀、知識
に通暁し、山を動かすほどの信仰があったと
しても、愛がなければ無でしかなく、全財産
を喜捨し、殉教の死を遂げようとも、愛がな
ければ無益であると言っています。
　このように１–３節は人間がどれほどの能
力、信仰、知恵、知識を持ち、全財産と生命
さえも差し出す行動ができたとしても、そこ
に愛がなければ、それらの力には何の意味も
ないと吐露しているのです。それほどまでに
パウロは愛の偉大さを讃美するのです。

　愛の属性
  ――Ⅰコリント書13章４–７節　
　４–７節は愛とはどういうものであるのかと
いう愛の属性が列挙されています。パウロは
７種類の肯定命題と８種類の否定命題の合計

15の愛の属性を列挙しています。
　このテクストにおいて愛の属性が語られる
とき、名詞ではなく、動詞が使われています。
つまり、パウロにとって、愛とは静的なもの
ではなく、動的なものであり、したがって愛
は常に行動として現れるものだというのです。

　愛の永遠性
  ――Ⅰコリント書13章８–13節　
　８−13節はあらゆるものはやがて廃れると
も、愛は絶えることなく、永遠に存続すると
語っています。パウロはギリシャのプラトン
哲学からローマのストア哲学に受け継がれて
きたイデア論に基づき、仮初めの世界である
現世で人間が見ているものは部分的・限定的
で不完全なものでしかなく、それがやがて到
来する本来の世界である来世では全てが詳ら
かになると語ります。
　そして、そのうえで13節においてパウロは
永遠に存続するのは「信仰・希望・愛」（信・
望・愛）の三つであり、これらのうちで最も
大いなるものは愛であると述べ、愛に最高の
讃辞を贈っています。

　不完全な知――鏡に映る謎
　９−12節においてパウロは現世で人間が見
ているものは部分的・限定的で不完全なもの
でしかないと述べ、12節ではその比喩として

「鏡」を引き合いに出しています。原文のギリ
シャ語を直訳すると、「鏡を通して謎において

愛をもって真理を認識する（Ⅰコリント書13章１―13節）
―― 真理探求の旅に踏み出す ――
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見ている」となるのですが、私訳では「鏡を
通して謎の状態で〔おぼろげなものを〕見て
いる」と翻訳しました。
　現代のわたしたちがこの一文の意味を理解
するには、古代の「鏡」について知る必要が
あります。現代のわたしたちにとって、「鏡」
は――鏡映反転してはいますが――ありのま
まの姿をはっきりと映し出すものです。それ
に対して、古代の鏡は金属鏡であり、綺麗に
磨き上げられた高級かつ新品の鏡を除くと、
民衆が持っていた鏡は錆などで劣化してし
まっており、鏡が映し出すのはまさに「謎」
のような「おぼろげなもの」でしかなかった
のです。
　パウロは人間が現世で知りうるのは「鏡」
に映る「謎」のように部分的・限定的で不完
全な知でしかないことを伝えることによって、
現世で力や能力を誇る者に省察を促し、遜っ
て生きるよう勧めているのです。これはソク
ラテスの「無知の知」につながる理解でもあ
ります（Ⅰコリント書８章２節）。

　完全な知――顔と顔を合わせて
　パウロは身近に世の終わりが迫っていると
信じて生きていましたので、現世の不完全さ
が終末の来世の到来によって完全さに置き換
えられると考えていました。その思いの丈が
12節の「そのときには顔と顔を合わせて〔はっ
きりと〕見るだろう」という期待と「そのと
きにはわたしが〔神によって〕完全に認識さ
れたように、わたしたちも完全に認識するよ
うになるだろう」という待望として立ち現れ
ています。
　ここでパウロは不完全な知が完全な知に置
き換えられる喩えとして、「顔と顔を合わせ
て」という表現を用いています。これは「鏡
を通して謎の状態で〔おぼろげなものを〕見
ている」という比喩の反対の喩えです。原文
のギリシャ語のπρόσωπον πρὸς πρόσωπον（プ
ロソーポン・プロス・プロソーポン）は、英
語に置き換えると、face to faceとなりますの
で、まさにはっきりと自分の眼前に全てが完
全に明らかになるのが来世だとパウロは言っ
ているのです。
　このようなパウロの神学思想の背後には、

ユダヤ教の終末論とギリシャ哲学のイデア論
があり、本来の世界である「神の国＝イデア
の世界」にのみ真理が存在するとの考えを示
しています。

　愛をもって真理を認識する
　　――真理探求の旅に踏み出す
　現代世界は新型コロナウイルスとの対峙か
ら共存へとステージを移していますが、ここ
に至るまでには未知のウイルスの解明に向け
た科学による不断の真理探求があったことが
知られています。「真理」を意味するギリシャ
語のἀλήθεια（アレーテイア）は隠されてい
るものが明らかになるというのが原意です。
ギリシャ哲学では、イデアの世界に隠されて
いたものがこの世界に明らかになることを真
理と呼び、イデアの世界に存在する「完全な
知」を目指して研究に専心することが古代ギ
リシャ以来の真理探求を生業とする「科学」

（scientia）の使命であり、大学の存在理由で
もあります。
　新入生のみなさんもまた、本日から真理探
求という本学の使命に与る協働者です。真理
探求を遂行するには、困難を乗り越える厳し
さや真剣さが確かに必要ではあるのですが、
しかしそこで忘れてはならないのは、愛の讃
歌が指し示す最も大いなる「愛」をもって、
相互を支え合い続けることです。キリスト教
主義大学の酪農学園大学に連なる研究者のひ
とりとして、みなさんも「信・望・愛」（信仰・
希望・愛）を持ち続けつつ、真理探求の旅に
踏み出してください。
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循環農学類統計学研究室　毛利　泰大

誠実な人たちによる経済取引

　新入生の皆様、ご
入学おめでとうござ
います。さて、はれ
て卒業した後のこと

を話します。酪農学園大学に限らず
大学を卒業し社会に出た方の多くが
「もっと勉強しておけば良かった」と
思うそうです。その中でも「経済学」
は社会に出てからその必要性を感じる
ことが多いとか。おそらく働くことで、
自分がいる経済という環境が持つ性質
や機能に興味を持つのだと思います。
ここではそんな経済学とキリスト教、
特に聖書との関わりについて書いてみ
たいと思います。

　経済学には「開発経済学」という分
野があります。主に経済発展の仕組み
を明らかにすることが目的の分野で
す。開発途上国が研究対象となるケー
スが多いですが、もちろん先進国も対
象となります。どうすれば経済成長を
起こせるでしょうか？これは難しい問
いです。わかっていることと、わかっ
ていないことがあります。「これさえ
実行すれば、必ず経済成長を起こすこ

とができる！」というような処方箋は
ないということはわかっています。他
にもわかっていることがあります。そ
れは「円滑な取引」です。取引が活発
に行えることは経済成長にとって重要
です。

　「取引」は基本的な経済行動の一つ
です。皆さんもこれまで幾度となく
「買い物」という形で取引を行ってき
ました。今では、インターネットで買
い物をしたことがない人の方が少ない
はずです。インターネットショッピン
グではほとんどの場合、買い手が先に
支払って、その後商品が発送されます。
「注文」をクリックするとき次のよう
なことを思ったことはないだろうか？
「相手は本当に商品を発送するだろう
か？、入金したのに商品が届かないこ
とはないだろうか？」と。実際そうい
うこともあります。買い手との長期的
な関係などがない場合、売り手には商
品をきちんと発送するという“誠実な
行動” とは真逆の、“不誠実な行動” を
する誘惑が存在します。インターネッ
トショッピングに限らず、支払いの後、
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商品を納入するという取引形態は珍し
いものではありません。社会において
不誠実な行動が横行すれば、円滑な取
引は実現しません。結果として経済成
長も加速しません。

　なので不誠実な行動を制御すること
が求められます。そしてその方法は主
に二つあると言えます。一つ目の方法
は監視と罰則を用意することです。契
約による厳密な定義と、確実な監視と
罰則が用意されることで不誠実な行動
は抑制されます。二つ目は売り手が、
不誠実な行動をするという誘惑を律す
る内的な欲求を備えることです。不誠
実な行動をやってはいけない、やりた
くはないという人の欲求によっても制
御可能です。

　一つ目の方法と二つ目の方法とでは
どちらが円滑な取引を実現するための
費用が低いでしょうか？答えは二つ目
と言えるでしょう。一つ目の方法では
不誠実な行動を明確に定義するための
契約書が必要となりますし、それが守
られているかどうか監視しなくてはな
りません。そして違反があった場合は
罰則を与えなければいけません。これ
は結構たいへんです。一方、売り手が
誠実な人間であれば、膨大な契約書や
監視は必要ありません。契約書を作り

チェックする手間や監視の時間を節約
できます。

　どうすれば社会において誠実な人を
増やすことができるでしょうか？ここ
で出てくるのが聖書です。聖書は多く
の人が長い時間をかけ書き上げられま
した。そこには経済取引を円滑に進め
るために重要な誠実な行動に関する
メッセージも多くあります。聖書が広
く読まれ親しまれることによって誠実
に行動する人が増えれば、取引にかか
る費用は低減していくと考えられま
す。情報化が進みデータの蓄積やAI
手法などによって円滑な取引を実現す
るための費用はかなり低くなりました
が、今よりずっと昔では、取引を円滑
に進めるためには誠実な人が多く必要
でした。それは現在でも変わらないで
しょう。なんだか当たり前のことを
言っているようですが、取引を行う人
同士が誠実な行動をする人であること
はとても重要であり、円滑な取引の礎
になっています。そして、そういった
人が社会に一人でも多く存在する状態
に寄与してきた聖書の役割もいまだに
重要なのです。こんな視点で聖書を開
いてみると違った発見があるかもしれ
ませんよ。
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獣医学類３年　KGK書記　日高　健太 

「出　会　い」

　 新 入 生 の 皆 さ ん、
ご入学おめでとうご
ざいます。
　皆さんはどのよう

なキャンパスライフを思い浮かべてい
るでしょうか。大学生活は、最先端の
学び、多種多様な人との出会い、バイ
ト、サークル、そして就活など、多く
の経験ができる期間だと思います。以
下、私が大学生活で紹介したいことを
書きたいと思います。これからの大学
生活の参考になれば幸いです。

　時間の使い方 

　「パーキンソンの法則」という言葉を
聞いたことはあるでしょうか？ 時間と
お金は、あればあるほど費やしてしま
う、といった人の性質を表したもので
す。夏休みの宿題を始業式間近で慌て
て行うのも同じですね。「法則」とは
よく言ったもので、私は何度抗おうと
しても、その法則に当てはまる行動を
繰り返してしまいます。試験前に慌て
て勉強してしまいます。大学生活は長

いようであっという間です。大学での
目的、すべきこと、したいことの優先
順位を考えながら、計画を練ってみて
ください。その際に、所要時間を決め
て行うのがお勧めです。例えばレポー
トの作成で、内容が100％の出来でな
くても、とりあえず時間内に提出でき
る最低ラインまで完成させるようにし
ます。また目標の設定は「レポートの
提出」のように達成条件を明確にする
ほど、所要時間を定めやすく、継続す
るモチベーションに繋がります。私は
時間の使い方が本当に苦手ですが、こ
のように時間を決めることで少しずつ
克服してきました。

　人との出会い

　酪農学園大学では、出身地も様々で、
今まで出会ったことのない様な学生や
先生方が沢山います。最初は関係性を
作るのが大変だと思うので、サークル
に所属するのがおすすめです。色々な
サークルに見学に行ってみてくださ
い。他の学類の友達もできます。
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　また同学類の同期は、授業を乗り越
えるために一番長く助け合う仲になる
と思います。実習だと必然的に話す機
会が多いので仲良くなるきっかけにな
ります。私の場合では、定期試験勉強
の時に同期の友達とよく勉強します。
試験情報の洩れがないか確認しあえた
り、互いに苦手な所を教え合うことが
あります。

　知ること

　興味があるから学びたいと思ってい
ても、実際深く勉強していくと思って
いたのと違うということは多々ありま
す。好きだった分野が嫌いになること
もあれば、より好きになることもあり
ます。また新たな分野に触れることで、
興味が出てくることもあります。何事
にも知らないことには、興味すら出て
きません。
　大学では、授業の他に、研究室、講
演会、サークルの勉強会など、学びの
場が沢山あります。全く興味のない分
野であっても、是非その分野を知る場
に足を踏み入れてみてはいかがでしょ
うか。自分の興味の芽がそこに埋まっ
ているかもしれません。
　大学１年生では、専門分野以外の教
養科目の履修がほとんどだと思いま

す。私は、教養科目の中で「キリスト
教学」に特に興味を持ちました。高校
では地理選択で何となく知っていた宗
教の内の一つでしたが、大学の授業を
通して、聖書の内容や聖書が日本の文
化に与えている影響、クリスチャンの
存在、救いと不条理について興味を持
つようになりました。そこから１年生
の12月に、聖書研究会に入部すること
になりました。

　聖書研究会（KGK）に入部

　KGKとは、キリスト者学生会の略称
です。聖書研究会の別名で呼んでいま
す。活動内容は、アイスブレイク、讃
美歌、聖書研究を行います。終わった
後はよく皆でご飯食べに行きます。ア
イスブレイクは、ボードゲームなどの
遊びで親睦を深めます。讃美歌は神様
を賛美する歌です。有名な讃美歌は、
きよしこの夜やアメージンググレース
などがあります。聖書研究は、決めら
れた聖書箇所を皆で読んで、内容につ
いて話し合います。聖書は歴史書とし
て面白いだけでなく、世界の文化背景
を知れたり、現在日本に生きる私たち
の生活にも適応できることが多く書か
れています。興味を持たれた方は、い
つでも遊びに来てください。



　酪農学園大学は、2020年度（公財）
日本高等教育評価機構による大学機関
別認証評価において大学評価基準に適
合していると認定されました。 〔酪農学園大学公式サイト〕

酪農学園大学キリスト教委員会
〒069−8501　北海道江別市文京台緑町582番地

Tel.  011 − 386 − 1111（代表）
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あ と が き
ちも増しているかもしれません。大学
礼拝で心落ち着ける時間を一緒に過ご
してみてください。 （A.K.）

　『出会い』90 号（入学式号）をお届
けします。新しい生活で心配なことも
あり、戦争や地震の影響で不安な気持

大学礼拝への招待
　酪農学園大学はキリスト教主義大
学として、創立以来大学礼拝を大切
にしてきました。大学礼拝は建学の
精神である「三愛主義」（神を愛し、
人を愛し、土を愛す）を経験する実
学教育の場であり、授業期間中の毎
週火曜日の２時限（午前10時40分〜
12時10分）は大学礼拝の時間に充て
られており、学生、教職員が出席で
きるよう、この時間には授業などが入らないように配慮されています。礼拝で
は讃美歌を歌い、聖書を読み、奨励（説教）を聞くスタイルを取っていますが、
韓国のCCCの学生の特別礼拝と文化交流、ゴスペルクワイアのライブ、クラ
シック・コンサート、クリスマス礼拝での室内楽団や吹奏楽団の演奏といった
多様なスタイルで礼拝を行なっています。新入生のみなさんには、１年間、毎

週の礼拝に出席していただき、本学の
キリスト教主義教育を経験することを
通して、「三愛主義」の真の意味を知っ
ていただきたいと願っています。積極
的に出席してくださることを願いつ
つ、みなさんを大学礼拝にご招待いた
します。

【クリスマス礼拝（クリスマスコンサート）】

【韓国のCCCの学生たちとの礼拝後の交流】


